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研究成果の概要（和文）：イノベーションの創出には，社会(市場:こと)変化と技術(製品:もの)変化をマッチン
グさせた「ことづくり・ものづくり」が重要であるが，「ことづくり」と「ものづくり」をどのようにマッチン
グさせていけば良いかという課題については問題が残されている．申請者は，特許情報のマクロ分析から①「こ
と予兆」，②「イノベーションの状態」，顧客価値から③「コア技術」をそれぞれ分析し社会の「こと」「技術
の状態」と「もの」を提供する企業の「コア技術」の所有状況から製品開発の方向性を示すアクションプランを
論理的に導く，④「ことづくり」「ものづくり」マッチング手法を提案した。

研究成果の概要（英文）：In order to create innovation, "manufacturing / manufacturing" that matches 
changes in society (market: things) and technology (products: things) is important, but how to match
 "manufacturing" and "manufacturing" There remains a problem as to whether or not it should be done.
 The applicant analyzes (1) "predictive sign" and (2) "state of innovation" from macro analysis of 
patent information, and (3) "core technology" from customer value, and analyzes "things", "state of 
technology" and "things" of society. We proposed (4) "manufacturing" and "manufacturing" matching 
methods that logically derive an action plan that indicates the direction of product development 
from the ownership status of the "core technology" of the providing company.

研究分野：経営工学

キーワード： 特許情報分析　ことつくり　ものづくり　マッチング手法　イノベーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の国際競争力ランキングは低下傾向にあり，競争力を高めるためには，イノベーションの創出が重要であ
る．イノベーションの創出には，社会(市場:こと)変化と技術(製品:もの)変化をマッチングさせた「ことづく
り・ものづくり」が重要であるが，「ことづくり」と「ものづくり」をどのようにマッチングさせていけば良い
かという課題については問題が残されている．そのため、「市場における「こと予兆」の分析手法について、こ
とを実現するための因子である製品・コア技術の明確化手法について、イノベーション状態分析手法について、
ことづくりとものづくりのマッチング手法についてそれぞれ研究し社会へ貢献する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

日本の国際競争力ランキングは徐々に低下(WEF9 位,2017)しており，その対策として、価

値創造、イノベーション創出などが重要であるとの指摘がなされ，イノベーションの創出に

ついて強い社会的要求がある．これまで，イノベーション創出に関する研究として様々なモ

デル(R.Rothwell1992,M.dodgson 2000,H.chesbrough2003,M.dodgson2005)の提案がなさ

れている．また，イノベーションは技術開発の単発の出来事ではなくプロセス(J.Tidd2004)

であり，イノベーションの成功のためには，製品・技術・ビジネス・アプリケーションシス

テムのリンンクが必要(F.Betz2005)であるといったプロセス及び統合されたシステムとし

て捉えることの重要性が示されている．更に企業の持続的成長要因に影響を与える因子の

研究においてもイノベーションの重要性が注目されている．価値創造(延岡 2006）やイノベ

ーション創出(伊丹 2009)には，社会(市場)における様々な潜在化したニーズ「こと」に応え

る製品・サービス「もの」を提供し，社会(市場:こと)変化と技術(製品:もの)変化をマッチン

グさせた「ことづくり・ものづくり」が重要(COCN2012)である．しかし，「ことづくり」

と「ものづくり」をどのようにマッチングさせていけば良いかという課題については問題が

残されている．一方，現在の変動性•不確実性•複雑性•曖昧性の高い社会では，製品価値に

対する技術への要求変化が激しいため，スピードを重視し，ムダを排除した効果的・効率的

な試行錯誤型の製品開発(E.Ries2011)手法が必要とされており，申請者は製品開発における

技術開発のムダを極力排除するため，理論解析に基づく技術開発及び，解析主導設計による

効果的・効率的な製品開発手法に関する一連の研究を行い，理論モデルに基づく製品開発手

法のプロセスを構築している．しかし，いかに効果的・効率的な製品開発を行っても製品と

市場のマッチングが不十分であれば，全ての技術開発・製品開発がムダとなる．このような

背景から申請者は，特許情報に含まれる技術情報の探索目的に適合する定量分析，定性分析，

相関分析などを通じて分析結果を見える化し，市場(こと)変化と技術(もの)変化の分析手法

に関する研究(業績:1,4)を行い市場と技術をマッチングさせるための重要なネックポイント

を把握した．具体的には，社会環境として特許情報のマクロ分析から①：こと予兆分析，②：

コア技術分析，③：イノベーションの状態分析，④：①〜③の分析をもとに明らかにした社

会の「こと」「技術の状態」と「もの」を提供する企業（組織）の所有(取得)する「コア技術」

から製品開発の方向性を示すアクションプランを論理的に導くことづくりものづくりマッ

チング手法の確立が必要である．また，アクションプランの作成にあたっては，企業（組織）

のビジョンやコアコンピタンス，経営戦略・方針などの選択により条件が異なるため，各種

条件への対応が必要である． 

 

２．研究の目的 

イノベーションの創出について強い社会的要求がある．実現するためには，「ことづくり」

と「ものづくり」をどのようにマッチングさせていけば良いかという課題を解決する必要が

ある．課題解決のため,Ⅰ．こと予兆の分析手法，Ⅱ．コア技術の明確化手法，Ⅲ．イノベー

ション状態の分析手法， Ⅳ．ことづくりとものづくりのマッチング手法をそれぞれ研究し

課題解決することで，社会の「こと」「技術の状態」と「もの」を提供する企業（組織）の

所有(取得)する「コア技術」から製品開発の方向性を示すアクションプランを論理的に導く，

ことづくりものづくりマッチング手法の確立が必要である．この手法を確立し広く社会に



提供することで，ことづくりものづくりによるイノベーションの創出を促し，イノベーショ

ンの創出に強い要求がある社会へ貢献することを目的とする． 

 

３．研究の方法 

本研究は 3 年間で実施した、研究代表者は，前述の①〜③の分析結果から製品開発の方向

性を示すアクションプランを論理的に導く「ことづくりものづくりマッチング手法」を確立

するために必要な理論モデルの作成や検証など系統的な検討を計画し,その中で必要となる

各課題に取り組んだ．なお，本研究では，いくつかの課題については並列的，または順不同

的に取り組んでいくことが可能なため，当初の計画通りに進まない点についてはフレキシ

ブルに対応した．具体的には，初年度(H31)は，①市場における「こと予兆」の把握手法に

関して，特定の業界・製品を選定（ヒアリング調査）した内容について特許情報をもとにキ

ーワード抽出やテクニカルタームの分類法の研究を系統的に行い，こと予兆把握の自動評

価プログラムを研究代表者と院生 1 名で開発．同様に②コア技術の明確化手法に関しては

QFDをベースとした分析・評価の理論モデルの研究を系統的に行い，コア技術の自動評価

プログラムを研究代表者と院生 1 名で開発．更に③イノベーション状態の分析手法につい

ては，こと予兆分析で明らかにしたことを達成する技術について学内の特許 DB から F タ

ーム検索し抽出したデータをテキストマイニングでキーワードを分析し，状態の特徴と適

合性の評価結果によりイノベーション状態を判定する基準を検討するための自動評価用プ

ログラムを研究代表者と院生１名で開発．2 年目(H32)は，実証評価を行うため，企業の選

定と評価実験のためのヒアリング調査及び評価結果の考察を行う．また，効率的な研究推進

を図るため，サンプル企業には，共同研究や産学官連携の実績があり比較的連携が容易な重

機１社，電機業界１社と自社製品を持つ中小企業３社を選定．そして選定企業に対して初年

度に構築すること予兆，コア技術及びイノベーション状態の自動評価プログラムを用いて

分析と整合性の調査を行い，その考察から結果の信頼性検証を研究代表者と院生２名で行

った．最終年度(H33)は，④ことづくりものづくりマッチング手法を確立するため①〜③の

分析結果をもとに製品開発の方向性を示すアクションプランを論理的に導くことづくりも

のづくりマッチング手法を確立する．具体的には，①〜③の分析をもとに明らかにした社会

の「こと」「技術の状態」と「もの」を提供する企業（組織）の所有(取得)する「コア技術」

から製品開発の方向性を示すアクションプランを論理的に導く，ことづくりものづくりマ

ッチング手法を提案した．  

 

４．研究成果 

課題解決のためⅠ．「こと予兆」の分析手法，Ⅱ．「イノベーション状態」の分析手法，Ⅲ．

「コア技術」の明確 化手法， Ⅳ．「ことづくり」と「ものづくり」のマッチング手法をそ

れぞれ研究し課題解決することで，社会の「こと」「技術の状態」と「もの」を提供する 企

業（組織）の所有(取得)する「コア技術」から製品開発の方向性を示すアクションプランを

論理的に導く，「ことづくり」「ものづくり」マッチング手法の確 立のため，初年度は 1) 市

場における「こと予兆」を体系的に把握するため特許情報の分析評価の理論モデルの検討を

行い，各種分類方法に関する課題を解決した．更に「イノベーション状態」の分析手法につ

いて理論的な技術評価手法による検討からドミナントデザインを判別する方法の判断基準

に関して課題解決を 図った．次に企業における「コア技術」の明確化手法については，QFD

に基づく理論モデルの検討を行い，顧客の価値要求に対する重要度の算出方法を示した．次



年度は、初年度検討した理論モデルを元に、大手電気メーカー１社、中小企業３社の事業・

製品に関するイノベーション状態とコア技術について実証評価を進め、それぞれの状態の

整合性と信頼性を検討した。また、研究成果の一部は論文として国際学会において発表した。

最終年度は，それぞれ検討した理論モデルを元に、具体的には，①〜③の分析をもとに明ら

かにした社会の「こと」「技術の状態」と「もの」を提供する企業（組織）の所有(取得)する

「コア技術」から製品開発の方向性を示すアクションプランを論理的に導く，ことづくりも

のづくりマッチング手法を提案した． また、研究成果の一部は論文として国際学会におい

て発表した。 
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